


広報あんじょう 2010.3.1 嘩



貨 広報あんじょう 2010.3.1

３
月

日
承
か
ら
、
市
道
新
明
東
栄
線
こ
道
橋
（
①
）と
主
要
地

２２

方
道
豊
田
安
城
線
尾
崎
高
架
橋
（
②
）
が
開
通
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
道
路
の
開
通
に
伴
い
、
名
鉄
本
線
の
踏
切
（
宇
頭

号‥

③
）
が
廃
止
。
周
辺
道
路
の
交
通
形
態
が
変
わ
り
ま
す
。

１５

■
市
道
新
明
東
栄
線
こ
道
橋

●
開
通
日
時

３
月

日
承
午
後
１
時

２２

●
形
式

名
鉄
本
線
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

（
掘
り
下
げ
式
の
立
体
交
差
）

■
主
要
地
方
道
豊
田
安
城
線
尾
崎
高
架
橋

●
開
通
日
時

３
月

日
承
午
後
３
時

２２

●
形
式

国
道
１
号
お
よ
び
名
鉄
本
線
の

オ
ー
バ
ー
パ
ス（
道
路
を
高
架
状
に
し
た

立
体
交
差
）

■■開通■開通式式
●とき●とき ３月３月２２２２日日承承午前午前１１時１１時
●内容●内容 安城北部小学校マーチングバ安城北部小学校マーチングバンン
ドによる演奏・尾崎高架橋を歩いて渡ドによる演奏・尾崎高架橋を歩いて渡るる
■■問諮諮土木土木課課（（緯緯〈７１〉２２３８〈７１〉２２３８））

主要地方道豊田安城線尾崎高架主要地方道豊田安城線尾崎高架橋橋（②）（②）

■開通式
●とき ３月２２日承午前９時４５分
●内容 衣浦東部広域連合消防音楽
隊による演奏・こ道橋を歩いて渡る
■問諮区画整理課（緯〈７１〉２２４６）

市道新明東栄線こ道市道新明東栄線こ道橋橋（①（①））



■
太
陽
熱
を
利
用

新
し
い
安
城
保
育
園
は
、
太
陽

の
熱
を
利
用
す
る
「
パ
ッ
シ
ブ
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
ま

し
た
。
屋
根
で
集
め
た
太
陽
の
熱

で
空
気
を
温
め
、
そ
れ
を
床
下
に

送
っ
て
熱
を
蓄
え
ま
す
。
蓄
え
た

熱
は
、
冬
は
暖
房
に
、
夏
は
プ
ー

ル
の
シ
ャ
ワ
ー
に
利
用
し
ま
す
。
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－

　
／
緯〈
　
〉２

３０

７６

７
１
４

●
受
入
年
齢
　
０

歳
児（
６
か
月
）～

５
歳
児

●
延
長
保
育
時
間

　
午
前
７
時
　
分
３０

～
午
後
６
時

　
新
し
い
園
舎
は
、
４
月
１
日
昭

に
オ
ー
プ
ン
す
る
安
城
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
な
り
ま
す
。

一
時
保
育
も
、
新
園
舎
で
実
施
し

ま
す
。

●
住
所
／
電
話
番
号
　
大
東
町
　１１

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
８
）

７１

添
い
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

●
申
し
込
み
　
３
月
２
日
昇
～
　１３

日
松
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
８

日
捷
を
除
く
）に
申
込
書
を
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

●
受
講
期
間
　
４
月
～
来
年
３
月

●
内
容
／
と
き
／
定
員
／
費
用
　

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象
　

高
齢
者
教
養
講
座
糸
市

内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
　

身
体

６０

障
害
者
講
座
糸
市
内
在
住
の
　
歳
１６

以
上
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者（
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
付
き

高齢者教養講座
費用定員時間曜日教室名
１０００円

各３０人
午前１０時～１１時３０分第１・３昌民　　謡

２５００円午後１時３０分～３時第２・４昌民　　舞
１回１０００円１０人

午後１時３０分～３時３０分
第２晶山の幸染め

７０００円
各２０人

第３昭ちぎり絵
なし午前１０時～正午第２昇絵 手 紙

身体障害者講座
費用定員時間曜日教室名

なし各２５人午前１０時～１１時３０分
第１・３昇絵　　画
第１・３松書　　道

１回５００円

各２０人

午前９時３０分～午後１時第４松料　　理
なし午後１時３０分～３時第１・３昌音　　楽
７０００円

午後１時３０分～３時３０分
第２～４昇手　　編

１回６３０円第２・４昌生　　花

３６００円各１５人
第１昭抹　　茶

午前１０時～正午第３昌煎　　茶

■問 
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉７
８
８
８
）

７７

⚓
݄


捷

安
城
保
育
園
を
移
転

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座
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昨
年
５
月
に
開
催
し
た
、
デ
ン

マ
ー
ク
駐
日
大
使
メ
ル
ビ
ン
氏
と

の
エ
コ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
か
ら
約
１

年
。
今
回
、
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
、
再
び
大
使
を
安
城

市
に
迎
え
、
市
長
・
市
民
と
一
緒

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。
デ

ン
パ
ー
ク
到
着
後
は
、
タ
レ
ン
ト

の
鉄
崎
幹
人
さ
ん
の
親
子
い
き
も

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
４
月
３
日
松
午
後
１
時

～
４
時

●
内
容
　
市
総
合
運
動
公
園
か
ら

デ
ン
パ
ー
ク
ま
で
約
　
㎞
の
サ
イ

６.５

ク
リ
ン
グ
、
親
子
い
き
も
の
講
座

●
対
象
　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

●
定
員
　
　
組
　
人（
定
員
を
超

１００

２００

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
そ
の
他
　
参
加
記
念
品（
デ
ン

パ
ー
ク
商
品
券
　
円
分
）あ
り

５００

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
捷（
松

１５

掌
を
除
く
）ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
直
接
か
電
話
で
環
境

首
都
推
進
課
へ

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
エ

コ
路
地
」か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

富
田
 帆
  夏
 （桜
井
小
３
年
）、山
本

ほ
の
 
か

の
ぞ
 美
 （安
城
中
部
小
４
年
）、青

み

山
 由
  季
 （新
田
小
５
年
）、小
松
 由
 

ゆ
 
き
 

よ
し

 佳
 （三
河
安
城
小
６
年
）

か■
中
学
生
の
部
　〈
敬
称
略
〉

●
県
知
事
賞
　
三
澤
 文
  香
 （安
祥

ふ
み
 
か

中
３
年
）

●
安
城
市
長
賞
　
角
倉
 慎
  弥
 （安

し
ん
 
や

祥
中
２
年
）

●
安
城
市
議
会
議
長
賞
　
三
澤
 友
 
と
も

 香
 （安
祥
中
１
年
）

か●
安
城
市
教
育
長
賞
　
井
上
 優
  里
 

ゆ
 
り

（
東
山
中
１
年
）

●
金
賞
　
杉
浦
 綾
 （明
祥
中
１
年
）、

あ
や

市
川
 遥
  菜
 （安
祥
中
２
年
）、飯
島

は
る
 
な

 加
  奈
 （同
中
３
年
）

か
 
な

●
銀
賞
　
 
原
 慎
  之
  介
 （明
祥
中

し
ん
 
の
 
す
け

１
年
）、岩
 
 加
  奈
 （桜
井
中
２
年
）、

か
 
な

太
田
 博
  子
 （明
祥
中
３
年
）

ひ
ろ
 
こ

　
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
が
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
審

査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
県
知

事
賞
ほ
か
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
３
月
　

日
昭
～
４
月
　

２５

１５

日
昭
に
、
受
賞
作
品
を
文
化
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
小
学
生
の
部
　〈
敬
称
略
〉

●
県
知
事
賞
　
長
谷
川
 泰
  世
 （桜

た
い
 せ
い

林
小
１
年
）

●
安
城
市
長
賞
　
中
尾
 嘉
  希
 （桜

よ
し
 
き

町
小
２
年
）

●
安
城
市
議
会
議
長
賞
　
吉
田
 圭
 
け
い

 佑
 （今
池
小
５
年
）

す
け●

安
城
市
教
育
長
賞
　
北
中
 拓
  海
 

た
く
 
み

（
志
貴
小
３
年
）

●
金
賞
　
林
 彩
  紋
 （三
河
安
城
小

さ
い
 も
ん

１
年
）、中
川
 智
  穂
 （桜
井
小
２
年
）、

ち
 
ほ

畑
田
 真
  由
  香
 （同
小
３
年
）、山
村

ま
 
ゆ
 
か

 修
 
し
ゅ
う

 平
 （高
棚
小
４
年
）、永
本
 里
  奈
 

へ
い
 

り
 
な

（
志
貴
小
５
年
）、加
藤
 虎
  之
  介
 （錦

と
ら
 
の
 
す
け

町
小
６
年
）

●
銀
賞
　
川
崎
 笑
  佳
 （安
城
中
部

え
み
 
か

小
１
年
）、堀
 綾
  那
 （桜
林
小
２
年
）、

あ
や
 
な

খ
・
த
ֶ
ߍ
ࣇ
ಐ
・
ੜ
ె
⚓
⚑
⚐
⚘

か
ら

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
発
表

長谷川泰世くんの作品

三澤文香さんの作品

■問 
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１

●
内
容
　
月
額
９
０
０
０
円

以
内
を
６
か
月
分
ず
つ
、
年

２
回
支
給

●
対
象
　
市
内
在
住
で
、
経

済
的
な
理
由
か
ら
公
私
立
高

等
学
校
へ
の
進
学
や
修
学
が

困
難
な
、
ほ
か
の
奨
学
金
を

受
け
て
い
な
い
学
力
優
秀
な

人●
必
要
書
類
　
奨
学
金
申
請

書
、
奨
学
生
推
せ
ん
書
、
家

庭
状
況
調
査
書
、
戸
籍
謄
本
、

住
民
票
の
写
し
、
成
績
証
明

書
、
合
格
通
知
書
の
写
し

（
平
成
　
年
度
入
学
の
人
の

２２

み
） 

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
昌

３１

ま
で
に
必
要
書
類
を
持
っ
て
、

今
年
進
学
す
る
人
糸
在
学
し

て
い
る
中
学
校
へ
　

高
校
在

学
中
の
人
糸
市
教
育
委
員
会

総
務
課（
緯〈
　
〉２
２
５
３
）

７１

へ※
奨
学
金
申
請
書
は
、
同
課
・

市
内
各
中
学
校
で
配
布
。

͋
Μ
͡
Ỷ
͏

ڥ
ϑ
Ỽ
ー
ϥ
Ϝ

デ
ン
マ
ー
ク
大
使
と
Ｒ
Ｅ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

メメルビンメルビン氏氏

鉄崎さ鉄崎さんん
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※
顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明
書
の

み
の
場
合
は
、
２
種
類
必
要
。

同
じ
世
帯
の
親
族
で
も
、
市
外

在
住
者
の
場
合
は
委
任
状
な
ど

が
必
要
。

■
課
税
明
細
書
の
内
容
の
確
認
を

　
課
税
対
象
と
な
る
資
産
（
土
地
・

家
屋
）の
詳
細
を
記
載
し
た
課
税

明
細
書
を
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。
不
明
な
点
、
現
状
と
異
な
る

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
課
税
明

細
書
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
に
も

使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
再
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
納
期
と
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

　
平
成
　

年
度
の
固
定
資
産
税
と

２２

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
４

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期

の
納
期
限
は
４
月
　

日
晶
で
す
。

３０

■
高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子（
父

子
）世
帯
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
を
減
免

●
対
象
　
次
の
①
②
の
要
件
を
満

た
し
、
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の
固

■
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

●
と
き
　
４
月
１
日
昭
～
　
日
晶

３０

（
松
掌
抄
を
除
く
）午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
　
分
１５

●
と
こ
ろ
　
資
産
税
課

●
縦
覧
で
き
る
人
　
①
市
内
に
土

地
や
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者
と
そ
の
同
居
親
族
　

②
納
税
管
理
人

●
持
ち
物
　
来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容
　

土
地施

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格
　

家
屋施

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項
　
①
所
有
者
の
氏
名
、

住
所
、
課
税
標
準
額
は
表
示
し
て

い
ま
せ
ん
　
②
本
人
が
所
有
す
る

物
件
以
外
の
評
価
内
容
や
個
人
情

報
に
か
か
わ
る
質
問
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
　
③
縦
覧
帳
簿
の
複
写

や
電
話
で
の
照
会
は
で
き
ま
せ
ん

■
平
成
　
年
度
分
の
固
定
資
産
課

２２

税
台
帳
の
閲
覧

●
と
き
　
４
月
１
日
昭
～
　
日
晶

３０

（
松
掌
抄
を
除
く
）午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
　
分
１５

●
と
こ
ろ
　
資
産
税
課

●
閲
覧
で
き
る
人
　
①
納
税
義
務

者
と
そ
の
同
居
親
族
　
②
納
税
管

理
人
　
③
借
地
借
家
人
な
ど（
契

約
に
か
か
る
資
産
の
み
）

●
持
ち
物
　
来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
③
の
人
は
該
当

す
る
資
産
の
賃
貸
借
契
約
書
も
必
要
）

●
そ
の
他
　
期
間
中
、
閲
覧
対
象

者
①
②
の
人
に
は
、
名
寄
せ
の
写

し
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
分
の
固
定

２２

資
産
に
関
す
る
証
明
は
、
４
月
１

日
昭
よ
り
市
民
税
課
で
発
行
し
ま
す
。

■
本
人
確
認
を
し
ま
す

　
縦
覧
・
閲
覧
・
証
明
発
行
に
は
、

来
庁
者
の
運
転
免
許
証
、
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、

国
民
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
被
保

険
者
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
（
※
）

の
提
示
が
必
要
で
す
。

　
来
庁
者
が
本
人
か
同
じ
世
帯
の

親
族
（
※
）で
な
い
場
合
は
、
委
任

状
や
代
理
権
授
与
通
知
書
な
ど
本

人
か
ら
委
任
を
受
け
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
法
人
の
場
合
は
、

代
表
者
印
を
押
印
し
た
も
の
）も

必
要
で
す
。

定
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

②
宅
地
面
積
　
㎡
以
下
、
住
宅
延

２００

べ
床
面
積
　
㎡
以
下

１２０

③
高
齢
者
世
帯
糸
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
　

障
害
者
世
帯
・

　
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る

１８母
子（
父
子
）世
帯
糸
世
帯
全
員

の
合
計
所
得
が
市
長
の
定
め
る

額
を
超
え
な
い

※
各
世
帯
の
要
件
は
、
市
で
定
め

る
基
準
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、

ほ
か
の
世
帯
の
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
高
齢
者
世
帯
と
は
、
平
成
　
年
２２

１
月
１
日
現
在
で
次
の
①
～
③

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
世
帯
。

①
　
歳
以
上
の
人

６８
②
　
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

６５
③
　
歳
以
上
で
、
ね
た
き
り
ま
た

６５は
認
知
症
の
状
態
が
３
か
月
以

上
継
続
し
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
４
月
１
日
昭
～
　２３

日
晶
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
松
掌
を
除
く
）に
資
産
税
課
へ

１５

■問 
▼
資
産
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
６
）

７１

（
緯〈
　
〉２
２
１
５
）

７１

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

●
対
象
　
市
内
在
住
者
５
人

以
上
で
構
成
し
、
市
内
で
活

動
す
る
団
体（
規
約
を
有
す

る
こ
と
）

●
対
象
事
業
　
平
成
　
年
度

２２

中
、
加
賀
市
・
砺
波
市
が
主

催
・
共
催
す
る
交
流
企
画
な

ど
に
参
加
す
る
も
の

●
補
助
額
　
交
通
費
・
運
送

費
な
ど
の
経
費
の
半
額（
上

限
　
万
円
）

１０
●
申
し
込
み
　
３
月
１
日
捷

～
　
日
昌（
松
掌
抄
承
を
除

３１
く
）に
、
団
体
名
、
会
員
名

簿
、
活
動
内
容
の
分
か
る
も

の
、
交
流
事
業
の
計
画
書
、

予
算
書（
様
式
は
自
由
）を
持

っ
て
市
民
活
動
課（
緯〈
　
〉
７１

２
２
１
８
）へ

加加賀市 菖蒲湯まつ加賀市　菖蒲湯まつりり
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■
彩
色
影
絵「
裸
の
王
様
」

●
と
き
　
３

月
７
日
掌
午

前
　
時
、
午

１１
後
１
時
・
３

時●
内
容
　
影

絵
劇
団「
仁
」

に
よ
る
影
絵

劇●
費
用
　
入

園
料

■
安
城
サ
ル
ビ
ア
会
押
花
展

●
と
き
　
３
月
　
日
昌
～
　
日
捷

１７

２９

（
　
日
昇
を
除
く
）

２３●
内
容
　
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
花
の
講
座
講
師
長
谷
川
は
る

子
氏
と
安
城
押
花
サ
ル
ビ
ア
会
に

よ
る
押
し
花
の
展
示
会

●
費
用
　
入
園
料

■
不
思
議
の
森
秘
密
基
地
づ
く
り

の
参
加
者
を
募
集

　
デ
ン
パ
ー
ク
中
央
に
あ
る
「
不

思
議
の
森
」で
秘
密
基
地
を
作
り

ま
す
。

●
と
き
　
３
月
　
日
松
午
前
９
時

１３

　
分
～
正
午（
雨
天
の
場
合
は
３

３０月
　
日
掌
）

１４
●
対
象
　
小
学
生
以
下
の
子
と
そ

の
保
護
者

●
定
員
　
　
組（
先
着
順
）

２０

●
申
し
込
み
　
３
月
５
日
晶
～
　１２

日
晶
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
９
日
昇
を
除
く
）に
デ
ン
パ
ー
ク

へ

デ
ン
パ
ー
ク
の
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集

●
賃
金
　
時
給
　
円（
松
掌
抄
の

７８０

時
給
は
　
円
増
）、通
勤
割
増
１
日

１００

　
円
２００●

申
し
込
み
　
電
話
で
デ
ン
パ
ー

ク
へ

※
面
接
時
に
写
真
を
添
付
し
た
履

歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
植
栽
ス
タ
ッ
フ

●
応
募
資
格
　
　
歳
く
ら
い
ま
で

６２

●
勤
務
内
容
　
園
内
の
植
物
管
理

な
ど

●
勤
務
日
時
　

松
掌
抄
を
含
む
週

５
日
午
前
８
時
～
正
午
ま
た
は
午

後
１
時
～
５
時

■
体
験
教
室
の
補
助
ス
タ
ッ
フ

●
応
募
資
格
　
　
～
　
歳
く
ら
い

１８

４５

ま
で（
大
学
生
歓
迎
、
高
校
生
不

可
）

●
勤
務
内
容
　
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室

な
ど
の
指
導

●
勤
務
日
時
　
松
掌
抄
午
前
９
時

　
分
～
午
後
５
時
の
４
時
間
程
度

３０

■問 
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈
　
〉７
１
１
１
）

９２

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１００

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
、
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
。

●
そ
の
他
　
こ
の
講
座
は
、
中
学

校
程
度
の
英
語
で
楽
し
め
ま
す

●
と
き
　
３
月
　
日
松
午
後
１
時

１３

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
ダ
イ
ア
ン
 吉
  日
 氏（
ダ

き
ち
 じ
つ

イ
ア
ン
・
オ
レ
ッ
ト
、
イ
ギ
リ
ス

出
身
）に
よ
る
創
作
日
本
語
落
語

と
英
語
落
語
、
ダ
イ
ア
ン
氏
が
日

本
に
住
ん
で
感
じ
た
異
文
化
体
験

を
楽
し
く
語
る
ト
ー
ク

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

　
「
平
成
　

年
度
版
ご
み
カ
レ
ン

２２

ダ
ー
（
４
月
～
来
年
３
月
）」と
「
ご

み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
変
更
チ
ラ
シ
を
３
月
中
に
配
布

し
ま
す
。
変
更
チ
ラ
シ
は
、
昨
年

配
布
し
た
「
ご
み
と
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
早
わ
か
り
ブ
ッ
ク
」

と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
は
「
ご
み
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
早
わ
か
り
ブ

ッ
ク
」の
配
布
は
し
ま
せ
ん
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
配
布

国
際
理
解
講
座「
英
語
落
語
」

デ
ン
パ
ー
ク
の
催
し
・
募
集
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区
域
で
、
新
た
に
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
区
域
の
縦
覧

●
と
き
　
３
月
　
日
昌
～
　
日
昌

１７

３１

庁
舎
２
階
）

■
１
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
を

　
川
や
海
を
汚
す
最
大
の
原
因
は
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
か

ら
自
然
を
守
り
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
１
日

も
早
く
下
水
道
に
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
受
益
者
負
担
金
の
支
払
い
は
お

済
み
で
す
か
？

　
下
水
道
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

区
域
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
下
水
道

事
業
の
建
設
費
の
一
部
と
し
て

「
受
益
者
負
担
金
」
を
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
負
担
金
の
支
払
い
に
は
、
９
月

と
３
月
の
年
２
回
の
納
期
で
支
払

う
分
割
納
付
と
、
毎
年
９
月
に
一

括
で
支
払
う
一
括
納
付
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　
分
割
納
付
の
納
期
は
３
月
　

日
３１

昌
ま
で
で
す
。
納
付
書
を
な
く
し

た
人
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ࢢ
全
ମ
Ͱ

⚑
⚙
⚔
⚖
ϔ
ク
タ
ー
ϧ

公
共
下
水
道
の
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
す

■問 
▼
下
水
道
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
７
）

７１

　
３
月
　

日
昌
か
ら
、
城
ヶ
入
町
・

３１

堀
内
町
・
桜
井
町
・
東
町
・
安
城

町
・
古
井
町
・
榎
前
町
の
一
部
の

（
松
掌
抄
承
を
除
く
）午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

●
と
こ
ろ
　
下
水
道
管
理
課（
西
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高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
人
権
を

侵
害
し
、
心
や
身
体
に
深
い
傷
を

負
わ
せ
ま
す
。
高
齢
者
を
虐
待
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待
　
殴
る
、
け
る
な

ど
の
暴
行
を
受
け
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
　
侮
辱
、
脅
迫
な

ど
の
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
無
視
さ

れ
る
な
ど
の
行
為
を
受
け
る
な
ど

●
経
済
的
虐
待
　
無
断
で
高
齢
者

名
義
の
不
動
産
や
預
貯
金
・
年
金

を
処
分
さ
れ
る
な
ど

●
性
的
虐
待
　
性
的
な
暴
力
・
い

た
ず
ら
を
受
け
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
　
世
話
の
放
棄
な

ど
で
健
康
維
持
や
生
活
へ
の
援
助

を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど

■
サ
イ
ン
を
見
過
ご
さ
な
い
で

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
や

介
護
に
疲
れ
た
家
族
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
見
過
ご
さ
な
い
こ
と
が
、

虐
待
を
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

●
高
齢
者
の
サ
イ
ン

暫
な
か
な
か
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た

暫
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
ど
お
ど

し
て
い
る

●
家
族
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る
様
子

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

暫
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心
さ
が

み
ら
れ
る

■
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

●
声
を
か
け
合
う
　
日
ご
ろ
か
ら

地
域
で
声
を
か
け
、
い
つ
で
も
仲

間
が
い
る
よ
、
と
い
う
サ
イ
ン
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

●
気
軽
に
話
せ
る
場
づ
く
り
　

「
世
話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」「
世

間
体
が
あ
る
か
ら
」な
ど
の
理
由

で
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
し
ま

う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
気
持
ち
を
人
に
伝
え
ら
れ
る

場
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
相
談
窓
口
　
社
会
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉
７７

２
９
４
５
）、中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉０
０
７
７
）、

７１

市
内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉１
１

７６

３
３
）、各
地
区
の
民
生
委
員

■問 
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
３
）

７１

高
齢
者
を
虐
待
か
ら
守
る

　近い将来、発生が心配されている東海・東南海地震
（今後３０年以内に発生する確率が８７％以上）に対し、備え
も無く「自分は大丈夫」と思っていませんか？
　地震や台風などの自然現象は、避けることはできませ
ん。しかし、災害への対策を強化することは可能です。
過去の災害から教訓を学び、危険を予知して災害に備え
ましょう。
　阪神・淡路大震災では、神戸市内で亡くなった人の
８３％が、建物の倒壊や家具・家電製品などの転倒による
圧死です。被害を最小限に食い止める減災への取り組み
こそが必要であり、そのためには、事前の備え、すなわ
ち予防対策が重要です。
　まずは、自宅の耐震強度を知ることです。
強度が不足している場合は、補助金の制度
を活用して、速やかな耐震改修をお願いし
ます。
　次に、家具・家電製品などの固定です。
地震が起こると、タンスやテレビ・冷蔵庫
も凶器になります。特にマンションなどの
高層階は、揺れが増幅しますので注意が必
要です。
　防災対策は、一朝一夕では済みません。
市民の皆さんの理解と努力、地域での話し
合いや協力、そして行政が、公的支援や施
設整備などをしながら、地道に進めていく
ことが大切です。

　命を守るためには、建物・家具などの下敷きにならな
いことが大切ですが、どこか人ごとというのが現状では
ないでしょうか。家庭でも災害をイメージして対策を考
えてください。大地震が起きて、命からがら避難所へ避
難し、悲惨な生活をするよりも、住み慣れた自宅で大切
な家族の生命と財産を守り、生き残る対策を講じる方が
重要だと思います。
　災害を完全に防ぐことはできません。これまで無事で
あったことを過信することなく、地元自主防災会の皆さ
んとともに、災害発生時の地域の体制づくりを事前にす
ることで、確実に地域の災害対応能力が向上します。
　多くの災害は、天災ではなく人災です。次の世代の人
たちが不幸にならないように減災対策をしましょう。

防災リーダー養成研修で家具の固定方法を学ぶ

知る・備える・行動する



習しました。
深津：当日は緊張で震えが止ま
らず、手ごたえもありませんで
した。だから、受賞の瞬間は思
わず２人でガッツポーズをして
いました。
◆秘策は「東端スタイル」
杉浦：わたしが操作で、英二く
んが合図マン。大会では、遠く
のヘリの高度や位置を伝える合
図マンがカギ。英二くんあって
の受賞でしたよ。
深津：「東端スタイル」という秘
策で挑みました。師匠である、カ
ツ（杉浦さん）の父親から受け継い
だ技。大会結果も、真っ先に師匠
に伝えました。
◆機械に頼らない
杉浦：ヘリコプターを同じ位置で
浮かせる、ホバリングという基本
技術が、実は最も難しいんです。
最近のヘリは、ＧＰＳという機能
で、自動でホバリングが可能。多

広報あんじょう 2010.3.1 我

安城ギタークラブ
合奏を楽しみませんか

昨年の１１月、茨城県で開催され

た全国産業用無人ヘリコプター飛

行技術競技大会で、杉浦さん・深

津さんペアが、最高位の農林水産

大臣賞を受賞しました。

◆６回目で頂点に
杉浦：この大会は、制限時間内の
正確な飛行能力を競います。近所
に本番と同じコースを作り、猛練

杉浦勝久さん、深津英二さん（東端町）
かつひさ えい じ

くの参加者がＧＰＳ付きの中、無
しで挑み実力を証明しました。
◆ヘリをもっと使いたい
杉浦：普段の麦や稲作りでは、年
間２０日程度の飛行。せっかくの技
術がもったいない気がします。
深津：わたしたちの業界では、誰
もがあこがれる大賞。この技術を
ほかの分野にも生かせないかと考
えています。

わたしたちは、クラ
シックギターの合奏を
するサークルです。選
曲は、歌謡曲や童謡な
ど誰でも知っているも
のばかり。

■時毎週掌午前９時～正午 ■場文化センター ■￥月額２５００円
■問富取武二さん（察〈７４〉０９１２）、木内正範さん（察〈７５〉５０３３）

練習の成果は、老人
ホームや病院などの訪
問コンサートで披露し 体を揺らしながらの合体を揺らしながらの合奏奏

ます。有名な曲ばかりなので、お客さんが一緒に歌ってくれることも。
若いころに、ギターを弾いていた人はいませんか。あの時の情熱を取
り戻し、一緒に楽しみましょう。

全国無人ヘリ競技大会で農林水産大臣賞を受賞

杉浦さ杉浦さんん

深津さ深津さんん
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市民伝言板は、サークル会員の募集やイベント情報を掲載するコーナ
ーです。みなさんからの投稿をお待ちしています。
注 意 事 項 ▼①営利目的や政治活動、宗教関係のもの ②特定の人や
団体のみを対象としたもの ③公序良俗に反するなど、行政広報の公
共性、公益性を損なう恐れがあるものは、掲載できません。
その他、申し込み方法など詳しくは、秘書課広報広聴係まで。

春夏秋冬 細井哲雄写真展

四季折々撮影した写真。全紙
および半切を約７０点展示。
■時３月１９日晶～２２日承午前９時
～午後５時（２２日は午後４時ま
で） ■場市民ギャラリー ■問細
井哲雄さん（察０８０〈３０７２〉７５９０）

オペラ「ピノッキオ」公演

子どもから大人まで楽しめる、
こんにゃく座の舞台劇
■時３月２２日承午後２時 ■場文化
センター ■￥３歳以上３０００円
（自由席） ■問おやこでのびっこ
安城（察〈７７〉７０８５）

第１３回東彩会展
とうさい

油彩画と水彩画の洋画展です。
■時４月１３日昇～１８日掌午前９時
～午後５時（１３日は午後１時か
ら、１８日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問鈴川貞雄さん（察〈９９〉４４６６）

やさしい中国語

初級から会話まで４つの講座
に分かれ、自由に選択できます。
■時毎週松午後１時３０分～８時
■場作野公民館 ■￥月額４０００円～
５０００円
■問近藤英代さん（察〈９７〉６０６７）

強くつなげよう地域のきずな

災害体験を通じて地域やコ
ミュニケーションの重要性を再
確認しませんか。
■時３月２０日松午前９時～１１時
■場高棚小学校 ■定５０人 ■問鋤安
城青年会議所（察〈７７〉２２２４）

民謡教室（三味線・歌）

初心者大歓迎。
■時月２回松午後７時～９時
■場赤松老人クラブ憩いの家（旧
赤松公民館） ■￥月額１０００円
■他三味線貸し出し可
■問稲垣郁雄さん（察〈９９〉１８６０）

竹祐会 民謡と和太鼓発表会
ちくゆう

津軽の唄をたくさん入れまし
うた

た。和太鼓、銭太鼓といろいろ
あります。
■時３月７日掌午前１０時 ■場市民
会館
■問長澤さつきさん（察〈９２〉１８８９）

リトミック メンバー募集

フォーク、ロック、童謡など。
■時４月２４日松午後６時３０分
■場昭林公民館 ■￥中学生以上
１００円 ■他子ども連れ可。ゲス
ト有り。
■問岡本典男さん（察〈９９〉７９５５）

市スキー連盟市民スキー教室

ＮＯＲＩさん・ホールライブ

■時毎週晶午前１１時 ■場中部公民
館 ■￥月額１５００円 ■定１０組（先
着順） ■対平成２０年４月～平成
２１年３月生まれの子ども
■申３月５日晶午前９時から牛田
りえさん（察〈９７〉４８９３）へ

■時３月２６日晶午後８時～２８日掌

午後１０時 ■場野沢温泉スキー場
■￥高校生以上獅２万２０００円、中
学生獅２万１０００円、小学生以下
獅２万円 ■定４０人
■申和田スポーツ（察〈９７〉０２７９）へ

い～ないちごリトミック♪

春からの新しいお友達大募集。
■時月２回午前１０時～正午（曜日
は不定期） ■場北部公民館
■￥月額２０００円 ■対１～３歳の子
ども ■他４月に体験会あり
■申岡奈弥さん（察０９０〈１４７３〉３９７３）

な み

不登校を考える会会員募集

１人で悩まず、一緒に悩みま
せんか？関心のある人なら誰で
も、参加をお待ちしています。
■問久保敦彦さん（察０９０〈９５５８〉
６３５８、Eメールfreeschool_
ibasyo@yahoo.co.jp）



「今日の『はあとタイム』は、
『まなブックルーム』で読み聞か
せがあります」
毎週金曜日、給食の時間に放
送される言葉です。「はあとタイ
ム」とは昼休み、「まなブックル
ーム」とは読み聞かせのために
用意した部屋のこと。
子どもたちの読書への関心を
高めるため、昭和６２年度からＰ
ＴＡ活動で続けている読み聞か
せ。現在は、毎週月曜日と水曜
日に１・２年生、毎週金曜日に

全児童を対象に実施。毎年１０月
の読書祭りでは、ピアノの生演
奏とともに、ＰＴＡが全児童の
前で読み聞かせをしています。
平成１５年度からは、保護者の

有志が集まり、図書館ボランテ
ィア活動を始めました。新規購
入図書の登録や、破損した図書
の修繕など、子どもたちの読書
環境を支えてきました。
こうした努力が実を結び、本
年度、読書活動優秀実践校とし

て、文部科学大臣から表彰され
ました。
読書活動のほかに、教科の学

習にも保護者の支援があります。
例えば、ボランティアでプール
監視員をしたり、３年生社会科
「あんくるバスの旅」に付き添っ
たりと、子どもたちの安全を守
る活動にも積極的です。
保護者の学校に対する温かい

心が、二本木小学校の教育を支
えています。

広報あんじょう 2010.3.1 画

名古屋市熱田区
わたしは名古
屋市南部の熱田
区で生まれ育ち
ました。
子どものころ、
自転車でよく遊
びに行ったのは、熱田さん（熱
田神宮）。樹齢１０００年近い木々が
生い茂り、都会の中とは思えな
いほど静か。どこかへタイムス
リップしたのかと思えます。境
内にある多くの社殿の中で、必
ずお参りするのは、目の神様が
祭ってある清水社。近眼のわた

し みず しゃ

しには欠かせませんでした。ま
た、特にお気に入りだったのが、
南
みなみ

神池。ここにいる亀は、天気
しん いけ

の良い日に、岩の上で重なり合
いながら甲羅干しをします。の
どかで心が和む光景を今でも思
い出します。

平成元年、名古屋市制１００周
年を記念した世界デザイン博覧
会が、市内３か所で開催されま
した。そのうちの１つ、白鳥会
場は、家の近くにある白鳥公園
が舞台。わたしも遊びに行きま
した。公園内にある名古屋国際
会議場や白鳥庭園は、博覧会の
時に作られたものなのです。
熱田区にいた
ころは、家が片
側３車線の道路
に面していたの
で、毎日車の音
を聞いて育ちま
した。大型ダン
プが通るたびに、
大きな音がして、
地震を思わせる
ほど家がゆれま
した。

結婚して移り住んだ東端町。
静かなところかと思っていまし
たが、車の音の変わりに、カエ
ルや虫、鳥の鳴き声などいろい
ろな音が聞こえます。周囲のに
ぎやかさは、あまり変っていな
いですね。

磯村圭子さん（東端町）

二本木小学校

読書祭りでの読み聞か読書祭りでの読み聞かせせ

まなブックルームでの読み聞かまなブックルームでの読み聞かせせ

世世界デザイン博覧会の白鳥会世界デザイン博覧会の白鳥会場場

図書館ボランティ図書館ボランティアア



今回は、箕輪町の町内会長であ
る加藤さんに、まちの紹介をして
もらいました。
◆活発な公民館活動
現在の公民館分館は、年間に約

６５０回の利用があります。カラオ
ケや社交ダンス、空手などその内
容はさまざま。また、母子教室や
小学生の浴衣の着付け教室もあり
ます。老若男女が集まる、町民交
流の中心です。

◆町施設のリニューアル
４月に、町公民館分館を新設・
移転します。新しい分館には、大
きなホールを建設中です。人気の
カラオケが一層盛り上がるよう、
ミラーボールを設置する予定なの
で、今から開館が楽しみです。
◆青年団活動
町内青年団主催の敬老会と盆踊
りは、毎年恒例のイベント。特に
敬老会は、今年度で１００回を迎え
ました。今や、若者が町内の老人
を敬い祝うイベントは珍しく、全

国に誇れます。
◆「向こう三軒両隣」が目標
運動会や芸能発表会など、レク

リエーションを数多く開催する一
方、自衛隊を招いての防災訓練な
ども実施しています。三河安城駅
周辺に、新しい住民が増えてきて
いる箕輪町。古くからの住民も交
え、「向こう三軒両隣」をキャッチ
フレーズに、支え合い、助け合い
の文化を一層強めたいですね。
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「元気っ子アルバム」コーナーでは、市内在住の人のお子さん（未就学児のみ）を写真と文章で紹介します。
５月１日号以降掲載分の申し込みは、３月９日昇午前９時から先着順となります。
電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ申し込みください。

今月の舞台 箕輪町

いつも一緒に遊んでくれたり
お風呂に入ってくれるお兄ちゃ
んが大好き璽これからもわんぱ
くなぼくをよろしくネ♪
お父さん：俊基さん

とし き

お母さん：厚子さん （赤松町）
あつ こ

公園大好き、みゆです璽

公園では、すべり台やお砂場遊
びが大好きです。今は、トイレ
トレーニングがんばってます。
お父さん：真宏さん

まさ ひろ

お母さん：富美子さん（住吉町）
ふ み こ

知花おねえちゃんがとても好
きな美歩です。歩けるようにな
ったら、もっといっぱい遊んで
ネ璽

お父さん：賢一さん
けん いち

お母さん：千鶴さん （古井町）
ち づる

町町内会長の加藤さ町内会長の加藤さんん

青年団による敬老青年団による敬老会会 町内芸能発表会のよう町内芸能発表会のようすす

大参南斗くん（４歳）
おお み みな と

映斗くん（１歳）
あき と 園

田
実
唯
ち
ゃ
ん（
１
歳
）

み

ゆ

杉
浦
知
花
ち
ゃ
ん（
３
歳
）

ち

か

美
歩
ち
ゃ
ん（
９
か
月
）

み

ほ
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タスキを少しでも早く次の走者へ！そんな思いがチ
ームのきずなを深めます。

■日２月１４日 ■場市総合運動公園ほか
⑦明治用水緑道市民駅伝大会

さて問題です。安城の野菜で作った給食。おいしそうですね。地元でできた食材を地
元で消費することを「地○地消」といいます。○に入る漢字は何でしょうか？

お父さんといっしょにピザづくり。いつもとは一味
ちがう、おいしい料理ができたかな？

■日１月２４日 ■場市保健センター
①お父さんとこども料理教室

安城農業士会よりブロッコリーやチンゲン菜が届き
ました。地元の野菜はおいしいね！

■日１月２８日 ■場桜町小学校
②収穫感謝活動事業

「かわいく描いてね！」と聞こえてきそうな、にがお
絵コーナーでした。

■日１月３０日 ■場作野公民館
③作野公民館まつり

桜井地区の各町内会凧保存会が作った大凧も披露。
たこ

勇壮な姿が参加者の目を奪っていました。

■日１月３１日 ■場小川町天神緑地公園
⑤第７回安城たこあげ大会

みんなで鬼の格好をして自分の中の「ワガママ鬼」や
「オコリンボ鬼」を退治。鬼は逃げて行ったかな？

■日２月３日 ■場高棚保育園
④節分豆まき

一色漁港直送の魚や海産物がところ狭しと並びまし
た。どれも新鮮でおいしそうですね。

■日１月２３日 ■場クリエーションプラザ
⑥まちなか産直市（魚産直市）



蛾 広報あんじょう 2010.3.1

クイズの答え・住所・氏名をはがき、またはＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてください）に記載し、
３月２３日昇までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）
２月１日号の答え：「は」なし家です。 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、広報あんじょうＣＤを差し上げます。
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■場 ■問 同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）
■他 入園料別途。都合により変更する場
合があります。詳細はお問い合わせ
ください。
手作りパン教室　　　　　　　　　　
■時 ３月２０日松～２２日承・２７日松・２８日
掌午後１時・２時３０分

■定 各４８人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分か
ら同クラブハウスへ
いちご大福教室　　　　　　　　　　
■時 ３月２０日松～２２日承・２７日松・２８日
掌午前１１時・午後１時・２時３０分

■定 各１５人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分か
ら同クラブハウスへ
ジェルキャンドル教室　　　　　　　
■時 ３月２０日松～２２日承午前１０時から
■定 各１００人（当日先着順）
■￥ １２００円から
シルバーアクセサリー教室　　　　　
■時 ３月２７日松・２８日掌午前１０時から
■講 近藤 祐  子 氏

ゆう こ

■定 各１００人（当日先着順）
■￥ １５００円から
フォトスポット撮影ツアー　　　　　
■時 ３月２７日松午後１時３０分から
■定 ２０人（先着順）
■￥ １３００円
■講 鶴田 郁  夫 氏

いく お

■申 当日午前９時３０分から同クラブハウ
スへ

■場 ■問 堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
女性観覧車無料開放　　　　　　　　
■時 ３月１４日掌午前９時～午後４時３０分
フワフワ遊具で遊ぼう　　　　　　　
■時 ３月２０日松～２２日承午前１０時～午後
４時

■対 各日で有料遊具を利用した小学生以下
　※小学生未満の子は付き添いが必要。
利用者還元くじ引き　　　　　　　　
■時 ３月２７日松・２８日掌

■内 抽せんで、当たりが出たら有料遊具
招待券をプレゼント

■対 有料遊具を２つ以上利用した人

■時 ３月１２日晶・１９日晶・２６日晶午後２
時～３時３０分（全３回）

■場 歴史博物館
■定 ５０人（先着順）
■申 ３月５日晶～１１日昭午前９時～午後
５時（８日捷を除く）に歴史博物館
（緯〈７７〉６６５５）へ

■場 ■問 歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
歴博講座「安城の歴史を歩く④」　　　
■時 ３月２０日松午後２時
■内 明治航空基地を歩く　集合場所獅南
部公民館
連続講座「南吉を語る⑥」　　　　　　
■時 ３月２７日松午後２時
■内 己の文学を夢見つつ昇天～死に臨ん
での日々～

■講 小野 敬  子 氏
けい こ

映画会「山田洋次監督時代劇三部作③」
■時 ３月２１日抄午前１０時、午後２時
■内 武士の一分　出演獅木村拓哉ほか

■時 ３月１３日松午後１時３０分～３時３０分
■内 若者の心を元気にする講座「悩める
若者と接する現場から」

■講 加藤 早  苗 氏（安城若者サポートステ
さ なえ

ーション）
■定 １００人程度
■場 ■問 市保健センター（緯〈７６〉１１３３）

歴史博物館の催し

こころの健康づくり講演会

デンパーククラブハウスの
教室・講座

常設展示ガイドボランティ
ア養成講座

■時 ３月６日松午前９時３０分～正午
■場 安祥閣
■￥ ３００円
■申 ３月２日昇午前９時から電話で安祥
閣（緯〈７４〉３３３３）へ

初心者のためのお茶講座

堀内公園の催し

危険物取扱者試験　　　　　　　　　
■時 ４月２５日掌

■場 名古屋市内
■内 試験種類獅乙種全類・丙種
■申 ３月１５日捷～２５日昭に郵送か持参で
除消防試験研究センター愛知県支部
（〒４６１－００１１名古屋市東区白壁１－
５０）へ
　※願書は、３月１日捷から消防各署
所で配布。

乙種第４類予備講習会　　　　　　　
■時 ４月１３日昇

■場 文化センター
■￥ 受講料４０００円、テキスト代４０００円
　※テキストの購入は３月２４日昌から。
講習会当日の販売はありません。

■定 １５０人（先着順）
■申 ３月１日捷から（午前９時～午後５
時。松掌抄を除く）受講料を持って
安城消防署予防係（緯〈７５〉２４６０）へ

危険物取扱者試験・
予備講習会

■時 ３月１４日掌午前９時～正午
■場 リサイクルプラザ
■問 清掃事業所（緯〈７６〉３０５３）、当日の問
い合わせ（緯０９０〈９８９２〉２９３３）

今月の再生家具等入札販売

■春の火災予防運動３月１日捷～７
日掌　「消えるまで　ゆっくり火の
元　にらめっ子」
　運動期間中、午後９時に３０秒のサ
イレンが鳴ります。
●住宅防火命を守る７つのポイント
３つの習慣獅寝たばこはやめる・ス
トーブは燃えやすいものから離れた
位置で使用・ガスこんろなどのそば
を離れるときは必ず火を消す
４つの対策獅住宅用火災警報器の設
置・防炎製品を使用・住宅用消火器
などを設置・お年寄りや身体の不自
由な人を守るために、隣近所の協力
体制をつくる

■住宅用火災警報器の設置を
　住宅用火災警報器を設置していた
ことで、火災を免れたまたはぼやで
済んだ事例が、今年度管内で９件あ
りました。まだ取り付けてない家庭
は、早急に取り付けましょう。

■放火されにくい環境づくりを
　放火が多く発生しています。家の
周りを整理整とんし、放火されにく
い環境づくりに努めましょう。

■消防車の緊急出動時のサイレン
　火災出動す
る消防車は、
サイレン音
「ウーウー」と
警鐘「カンカ
ン」を鳴らし
ます。火災以
外の救助や救
急支援出動（※）などはサイレン音の
みです。音で火災と他の災害出動の
区別ができます。
※救急隊員だけでは対応が困難な場
合や、救命のため一刻を争うと判
断した場合、救急車と一緒に消防
車も出動し、消防隊が救急隊の支
援活動をすること。

■問 衣浦東部広域連合消防局予防課（緯〈６３〉０１３６）
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■場 ■問 マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
女性施設無料開放　　　　　　　　　
■時 ３月１４日掌午前１０時～午後９時（プ
ール利用は午後８時まで）

■他 トレーニングジム利用者は講習修了
証が必要
脂肪燃焼プログラム「アクア３０」　　　
■時 ３月２０日松午後１時～１時３０分
■対 １８歳以上の男性
■定 ２０人（先着順）
■￥ 施設使用料
■申 開催日当日に直接マーメイドパレスへ

■場 市スポーツセンター
■￥ 施設利用料
■申 ３月６日松～開催日前日の午前９時
～午後８時（休館日を除く）に同セン
ター（緯〈７５〉３５４５）へ

アクアビクス体験会　　　　　　　　
■時 ４月７日昌・１４日昌午後４時～５時
（全２回）
■対 １８歳以上の人
■定 １５人（先着順）
■持 水着・水泳帽子
イキイキ♪健康教室☆　　　　　　　
■時 ４月７日昌・１４日昌・２１日昌・２８日
昌午後１時３０分～２時３０分（全４回）

■対 １８歳以上の人
■定 １０人程度（先着順）
■持 運動に適した服装・室内シューズ・
タオル・ペットボトル
ウオーキング体験会　　　　　　　　
■時 ４月９日晶・２３日晶午後１時～２時
（全２回）
■対 １８歳以上の人
■定 １５人（先着順）
■持 水着・水泳帽子
大人のスイミング　　　　　　　　　
■時 ４月１１日掌・２５日掌午前１１時～正午
（全２回）
■内 基礎からのクロール
■対 １８歳以上の人
■定 １５人（先着順）
■持 水着・水泳帽子
キッズスイミング　　　　　　　　　
■時 ４月２４日松午前１１時～正午
■内 基礎からのクロール
■対 小学４～６年生
■定 １５人（先着順）
■持 水着・水泳帽子

マーメイドパレスの催し

■時 ３月１３日松・１４日掌午前９時～午後
５時（１４日は午後３時まで）

■内 総合福祉センターの身体障害者デイ
サービス事業や高齢者教養講座の参
加者と市身体障害者協会による絵画、
書道、手編、生花、陶芸、手芸、工
芸、ちぎり絵、山の幸染め、絵手紙、
写真、俳句、短歌などの作品展

■場 ■問 総合福祉センター（緯〈７７〉７８８８）

身体障害者・高齢者作品展

　安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住・在勤の人はどの会場でも受講可能
■問 衣浦東部広域連合消防局消防課（緯

〈６３〉０１３５）
普通救命講習会Ⅰ　　　　　　　　　
■時 ３月１４日掌午前９時～正午
■場 安城消防署
■内 心肺 蘇  生 法（気道確保、人工呼吸、

そ せい

胸骨圧迫）、ＡＥＤの使用法、止血法
など

■定 ２０人（先着順）
■申 ３月５日晶午前９時から同署（緯〈７５〉
２４９４）へ
小児・乳児応急手当講習会　　　　　
■時 ３月２０日松午前９時～１１時
■場 碧南消防署
■内 小児・乳児の心肺蘇生法、ひきつけ、
のどに異物が詰まった時の処置

■定 ２０人（先着順）
■申 ３月５日晶午前９時から同署（緯〈４１〉
２６２５）へ

救命講習会

■時 ３月１７日昌午後１時３０分～３時
■場 文化センター
■内 お年寄りを狙う悪質商法の実態
■講  土面  尋  志 氏（弁護士）、松本 久  子 氏（消

とのも ちか ゆき ひさ こ

費生活専門員）
■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）

消費生活講演会

■時 ４月１日昭～６月２４日昭の毎週昭午
後１時～２時（４月２９日抄を除く、全
１２回）

■場 市スポーツセンター
■対 １８歳以上の女性
■定 ３０人（先着順）
■￥ ５４００円
■持 水着・水泳帽子
■申 ３月６日松～２８日掌午前９時～午後
８時（休館日を除く）に同センター
（緯〈７５〉３５４５）へ

スポーツセンターの催し

アクアビクススクール

定員対　象と　き講座名

２０組幼児とその親
（２人１組）

４月４日掌～６月１３日掌の毎週掌午後１時
～１時５０分（５月２日掌を除く。全１０回）親子水泳

３０人幼児
（４歳以上）

４月７日昌～６月１６日昌の毎週昌午後４時
～４時５０分（５月５日抄を除く。全１０回）幼児スイミング

各３５人小学１～
３年生

４月４日掌～６月１３日掌の毎週掌午後２時
～２時５０分（５月２日掌を除く。全１０回）掌

児童
スイミング ４月９日晶～６月１８日晶の毎週晶午後４時

～４時５０分（４月３０日晶を除く。全１０回）晶

各３０人１８歳以上の
女性

４月６日昇～６月１５日昇の毎週昇午後１時
～１時５０分（５月４日抄を除く。全１０回）昇

ゆったり
スイム ４月１日昭～６月１０日昭の毎週昭午後１時

～１時５０分（４月２９日抄を除く。全１０回）昭

４月６日昇～６月１５日昇の毎週昇午前１１時
～１１時５０分（５月４日抄を除く。全１０回）アクアビクス

■時 ■内 ■対 ■定 下表のとおり
　※定員を超えた場合は３月１８日昭に公開代理
抽せん。定員に満たない場合は追加募集あり。

■￥ 親子水泳獅５６００円　その他獅５３００円
■申 ３月１１日昭～１７日昌午前１０時～午後７時３０分
に直接マーメイドパレスへ（電話予約不可）

■問 マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）

マーメイドパレスの水泳教室

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。
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■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

■対 生活保護世帯・市民税非課税世帯の
人

■申 新型インフルエンザ予防接種済証
（母子健康手帳への接種記録の記載
でも可）、接種費用の領収書、認め印、
申請者本人名義の振り込み先が分か
るものを持って市保健センター（緯

〈７６〉１１３３）へ

新型インフルエンザワクチ
ン接種費用の負担軽減

■時 試験獅４月１７日松～１９日捷のうち１
日

■対 一般獅１８～３３歳の人（今年３月高卒
予定者を除く）　技能獅１８歳以上で
所定の国家免許資格などを有する人

■申 ４月９日晶までに自衛隊愛知地方協
力本部安城案内所（緯〈７４〉６８９４）へ

自衛官（予備自衛官補）募集

　平成２３年７月２４日掌までにアナログ
テレビ放送は終了します。デジタルテ
レビ放送を見るには、地上波デジタル
放送対応テレビやチューナーなどが必
要ですので、早めの準備をお願いしま
す。また、地上デジタル放送に関する
悪徳商法や詐欺には十分にご注意くだ
さい。
■問 総務省地上デジタルテレビジョン放
送受信相談センター（緯０５７０〈０７〉
０１０１または緯０３〈４３３４〉１１１１）

地上デジタルテレビ放送受
信の準備はお済みですか

　現在の高齢受給者証の有効期限は３
月３１日昌です。４月以降の高齢受給者
証を３月下旬に送付します。４月以降
は新しい受給者証をお使いください。
■対 今年４月１日昭現在７０～７４歳で国民
健康保険に加入している人

■問 国保年金課（緯〈７１〉２２３０）

国民健康保険高齢受給者証
を送付

　本紙毎月１５日号健康ガイドに対象者
などを掲載していますので、該当して
いるか確認してください。
麻しん風しん予防接種　　　　　　　
　市内の接種状況は、県内６１市町村中、
幼稚園・保育園の年長児は２５位、中学
１年生は３８位、高校３年生は５０位とな
っています。期限を過ぎると有料の任
意接種となりますので、期限までに接
種してください。
■時 接種期限獅３月３１日昌まで
■場 市内医療機関
■対 幼稚園・保育園の年長児、中学１年
生、高校３年生

■問 市保健センター（緯〈７６〉１１３３）

３月１日捷～７日掌

子ども予防接種週間

■内 ■時 星空動物世界紀行獅７日掌・１４日
掌午後１時３０分・３時　かにの甲羅
のかいば桶獅２１日掌午後１時３０分・
３時、２８日掌午後１時３０分　プラネ
タリウムスペシャル春（全編生解説）
獅２８日掌午後３時
※毎松・抄午後１時３０分、３時からの
投映でも生解説あり。

■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

プラネタリウム
３月の生解説

■時 ３月２７日松午前９時（商品がなくな
り次第終了）

野菜産直市　　　　　　　　　　　　
■場 碧海信用金庫本店前（御幸本町）
■内 地元産野菜の販売・調理法のアドバ
イス

■問 農務課（緯〈７１〉２２３３）
魚産直市　　　　　　　　　　　　　
■場 クリエーションプラザ（御幸本町）
■内 一色漁港で水揚げされた新鮮な魚介
類や海産物の販売

■問 商工課（緯〈７１〉２２３５）、クリエーショ
ンプラザ（緯〈７２〉５００２）

今月のまちなか産直市

　保管期限が過ぎ
た放置自転車の中
から、再利用でき
る自転車を整備点
検し、「安城市放置
自転車リサイクル

事業取扱店」で販売します。
■時 ３月２０日松から
　※各店２・３台の販売です。
■問 維持管理課（緯〈７１〉２２３７）

所在地電話取り扱い店
別郷町〈７６〉８７０３山本自転車店
明治本町〈７６〉３３８７ソウリンサイクル商会
御幸本町〈７６〉２０２４サイクルショップ二藤
安城町〈７２〉１７７６サイクルアシストオオバ
高棚町〈９２〉０９３１神谷自転車モータース
古井町〈７５〉２３７５稲垣サイクル
和泉町〈９２〉００６６神本商会
和泉町〈９２〉０２７０兵藤モータース
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